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研究成果の概要 

ポリエチレン（PE）とエチレン-スチレン-ブタジエン 3元共重合体（ESB）、または、イソタクチックポ

リプロピレン（iPP）と ESB の加熱接着試料の剥離強度は、加熱接着時の温度によって大きく変化

し、PE または iPP の融点と密接に関連していることが分かった。さらに、この接着界面では PE と

ESB または iPP と ESBが数 μmスケールに渡って相互拡散していることが明らかとなった。本結果

は、結晶の融解・（界面での）分子の拡散・再結晶化といった諸現象が PE/ESB/iPPの接着メカニズ

ムと複雑に関わっていることを示唆し、これらの現象の解明が今後の課題であることが明確になっ

た。 
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